
1967 年東大理□6 新 

すべての取り出し方は、 !9 通り。 

題意を満たすカードの並べ方を考える。 

 

元の番号と一致する 5枚の組が、 59 C 通りある。 

 

元の番号と一致しない 4枚を、元の番号が小さい順に DCBA ,,, とする。 

これらがいずれも、元の番号と一致しない並べ方を、すべて書き出すと、9 通り。 

 CDAB ,,,  ADCB ,,,  CADB ,,,  BDAC ,,,  BADC ,,,  ABDC ,,,  

 CBAD ,,,  BACD ,,,  ABCD ,,,  

 

求める確率は 
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1967 年東大理□6 旧 

半直線 l を座標平面上の x軸とし、点 nA の座標を )0,( na 、 )0,0(0A とする。 

21   nn aa のとき )0,( 2naX 、 )0,( 1naY であり、 

YA0 を直径とする円は 
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X における l の垂線は 2 nax  

0≧y の部分について考えると、 Z の y 座標は 
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2 )(   nnnnnnno aaaaaaaZA  21  nnn aaa  

21   nn aa のとき )0,( 1naX 、 )0,( 2naY であり、 

YA0 を直径とする円は 
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0≧y の部分について考えると、 Z の y 座標は 
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1 )(   nnnnnnno aaaaaaaZA  21  nnn aaa  

したがって、いずれにしても、 21  nnn aaa が成り立つので、両辺の 2を底とする対数をとると 
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、 4na であるから、 nA は )0,4( に限りなく近づく。 

したがって、 )0,4(A であるから 40  AA  ……(答) 
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